
２０２５年度「プロジェクト研究２」シラバス

テーマ
カテゴリ

プロジェクト
No. プロジェクト名 氏　　　名 ページ

1 鳥取の街なかを調査し，映像にする 倉持　裕彌 1

2 鳥取を元気にするイベントをプロデュースする 齊藤　　哲 2

3 民俗学的観点から考える麒麟地域 下境　芳典 3

4 プロモーションビデオをつくる 千代西尾　祐司 4

5 まちの「居場所」を考える 張　　 漢賢 5

6 教材用ノートPCの活用　～使ったことのない機能の発見～ 中治　弘行 6

7 考現学〜観察を通して社会を読み解く〜 山口　　創 7

8 「〇〇王国、鳥取」を構想する 吉永　郁生 8

9 まちなかの国際化を調べよう 連　　宜萍 9

10 サステナブル・モビリティについて深く調べよう 岩田　健吾 10

11 私たちのくらしとごみ 金　　相烈 11

12 エネルギー自立と持続可能な社会 甲田　紫乃 12

13 大学生の自由研究 高井　　亨 13

14 公立鳥取環境大学のヤギをテーマに人と動物の共生のかたちを考えよう 谷口　晴香 14

15 鳥取からおにぎりで世界に発信しよう！ 藤木　善夫 15

16 学内の社会的資源を訪問し、学生生活のQOLを高めるⅡ 藤田　恵津子 16

17 未来社会をデザインする 堀　磨伊也 17

18 コンポスト化による生ごみのリサイクル 門木　秀幸 18

19 2025年の国際情勢の歴史的意味を考えよう 相川　　 泰 19

20 Think Globally, Act Tottori 加藤　禎久 20

21 日本と世界 門田　慎也 21

22 What kind of materials are best to teach and learn English? ｼｮｰﾝ　ﾊﾞﾝｳﾞｨﾙ 22

23 いろいろな「モノ」や「コト」の歴史について調べよう。 谷口　謙次 23

24 英語を使って楽しもう 德山　瑞文 24

25 「グローバル社会とその多様性を理解する」 中村　弘子 25

26 再生可能エネルギーの活用を考えてみよう 松井　徹 26

27 鳥取でグローバル社会を考える 柚洞　一央 27

28 鳥取のイラストギフトステッカー開発 磯野　　誠 28

29 三朝温泉「シン・湯治場」計画 老田　智美 29

30 歴史上の出来事や伝承・伝説・行事の「意味」を解釈する。 川﨑　紘宗 30

31 ちゃんと調べてみる 久保　奨 31

32 これ本当に流行ったの？「流行」を体験してみよう。 竹内　由佳 32

33 テニスの科学 戸苅　丈仁 33

34 鳥取の移住者を増やそう！ 中島　智子 34

35 鳥取県で生産されている農産物を探る 山口　和宏 35
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
麒麟 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  齊藤哲 

授業の概要 

キーワード： プロジェクトマネジメント、プロセスの見える化、PDCA サイクル 

＜テーマ＞ 鳥取を元気にするイベントをプロデュースする 

＜概要＞ 学生自ら「鳥取を元気にするために開催したいと考えるイベント」を設定

し、そのイベントをプロデュースするためにやるべきことを考えます。通常、イベント

実施までのプロセスはチームで行うため、見える化が重要です。また、見える化したプ

ロセスは、PDCA(Plan:計画, Do:実行, Check:評価, Action:対策・改善）サイクルを回

しながら、成功に近づけていきます。本プロジェクト研究では、このイベントを成功に

導くプロジェクトマネジメントの手順を体感します。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、次の３つの能力を特に重要視

します。 

(1)主体性…積極的に参加する。 

(2)思考力…筋道を立てて考える。 

(3)表現力…考えたことを、的確に相手に伝える。 

授 業 計 画 

1.イントロダクション（自己紹介、研究の概要など） 

2.研究テーマ(イベント)の立案 

3.研究テーマ(イベント)の計画 

4.プロジェクトマネジメントの調査・分析(1)-作業の細分化- 

5.プロジェクトマネジメントの調査・分析(2)-作業の細分化- 

6.プロジェクトマネジメントの調査・分析(3)-スケジュールの作成- 

7.プロジェクトマネジメントの調査・分析(4)-スケジュールの作成- 

8.中間レビュー 

9.研究テーマ(イベント)の詳細化(1) -リスクへの対応- 

10.研究テーマ(イベント)の詳細化(2)-リスクへの対応- 

11.研究テーマ(イベント)の詳細化(3)-収支計画、パンフレット作成- 

12.研究テーマ(イベント)の詳細化(4)-収支計画、パンフレット作成- 

13.発表準備(1) 

14.発表準備(2) 

15.発表会 

教員による計画・方針・意向を重視   ● 学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容  ●  ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
講義・課題に取り組む姿勢、グループへの貢献度、発表内容などを総合的に評価する。 

最終成果物の完成を重視   ● 各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
講義中に学習のヒントとなる課題を出すので、提出すること。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る   ● 学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書： 特になし 

◆参考書： 必要に応じて紹介する。 
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
麒麟 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  張漢賢（専任） 

授業の概要 

キーワード： サード・プレイス、居場所、生活環境 

＜テーマ＞ まちの「居場所」を考える 

＜概要＞  

「サード・プレイス（third place）」という概念があります。それは、日常生活に最

も長く居る「自宅」（1st place）、「職場」（2nd place）以外の「第三の場所」を指

します（磯村 1975、Oldenburg 1989）。このような「居場所」は様々な人やニーズに

対応し、色々な形で存在しています。本研究では、まずこの「居場所」の多様なあり方

を文献で概観します。まちなかやまわりの生活環境にある様々な「居場所」を探り、ハ

ード（空間）・ソフト（利用実態・運営など）に拘らず、その本質を多角的に考察しま

す。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表現

力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身につける

ことを目標とします。 

本プロジェクトでは、学習への導入と動機付けを行

い、自分が考えていることを他人に伝える能力を求めま

す。情報を収集し、調査する方法、プレゼンテーション

など、計画して実行する能力を高め、スパイラル的にス

キルアップする最初のステップとします。 

授 業 計 画 

1 回目 イントロダクション 

 2 回目 文献学習（輪読） 

 3 回目 文献学習（輪読） 

 4 回目 研究テーマを考える 

 5 回目 研究テーマを考える 

 6 回目 研究計画を立て、調査を準備する 

 7 回目 フィールド調査と報告 

 8 回目 同上 

 9 回目 同上 

 10 回目 同上 

 11 回目 同上 

 12 回目 同上 

 13 回目 研究成果まとめ 

 14 回目 発表リハーサル 

 15 回目 成果発表 
教員による計画・方針・意向を重視   ● 学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容  ●  ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
学習の態度、グループに対する貢献、各段階の達成度、研究成果で評価する。 

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 

まちの「居場所」は色々なかたちで存在しています。同じ場所であっても人によって求め

方が異なり、存在意義が異なる。何故それが「居場所」・「サード・プレイス」になり得

るかを考えてみましょう。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る  ●  学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 

◆教科書： なし 

◆参考書： 日本建築学会編、「まちの居場所―まちの居場所をみつける／つくる」、

東洋書店、2010。他 
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
麒麟 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  中治弘行 

授業の概要 

キーワード： PC、ICT 

＜テーマ＞ 教材用ノート PC の活用 ～使ったことのない機能の発見～ 

＜概要＞  

コンピューターでできることはコンピューターにやらせることができるようになりま

しょう。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、思考力、表現力、主体性を特

に重視します。 

 

授 業 計 画 

1. ガイダンスなど 

2. 情報リテラシで学習した利用方法の復習(1) 

3. 情報リテラシで学習した利用方法の復習(2) 

4. 情報リテラシでの課題に再挑戦(1) 

5. 情報リテラシでの課題に再挑戦(2) 

6. 情報リテラシでの課題に再挑戦(3) 

7. インストールされているソフトウェアを知る 

8. 未知のソフトウェアの使い方を学ぶ(1) 

9. 未知のソフトウェアの使い方を学ぶ(2) 

10. 未知のソフトウェアの使い方を学ぶ(3) 

11. 複数の方法で課題を実現する(1) 

12. 複数の方法で課題を実現する(2) 

13. 発表資料を PowerPoint で作成する 

14. 発表資料を PowerPoint 以外の何かで作成する 

15. 14 回目に作成した資料で発表する 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視   ● 学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容  ●  ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
取り組み状況と成果物を総合的に評価します。 

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
自学自習が重要ですが、困りごとはひとりで抱え込まないようにしましょう。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る  ●  学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書： 特に指定しません。 

◆参考書： 特に指定しない。必要なものを見つけてください。 
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
麒麟 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  山口 創 

授業の概要 

キーワード： 考現学、フィールド調査（観察） 

＜テーマ＞ 考現学〜観察を通して社会を読み解く〜 

＜概要＞ 考現学とは、昭和初期に今和次郎らが提唱した学問で、一見すると取るに足

らないような人々の行動、物事などの観察、データ収集を通して世俗、風俗の考察を試

みるものです。今らは、街ゆく人々の服装、女性の髪型、露天商の人寄せ方法などの調

査から、昭和初期の東京の生活や風俗を描き出しました。本プロジェクト研究では、実

際に人々や物事の観察、データ収集に取り組み、人々の暮らしや鳥取という土地につい

て考えてみたいと思います。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 プロジェクト研究 2で

は、テーマ設定や考察を学生同士のディスカッショ

ンを通してすすめることにより主体性や多様性を身

につけることを目標とします。 

 

授 業 計 画 

1.オリエンテーション 

2.予備調査、グループ分け 

3.テーマ設定 

4.テーマ設定 

5.調査方法の検討 

6.調査方法の検討 

7.フィールド調査 

8.フィールド調査 

9.フィールド調査 

10.結果のとりまとめ、考察 

11.結果のとりまとめ、考察 

12.結果のとりまとめ、考察 

13.発表準備 

14.発表準備 

15.発表会 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視   ● 学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容   ● ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
最終成果物 50％、授業の取組状況 50％で評価 

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る  ●  学内で活動 

時間割通りの実施  ●  他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書：  

◆参考書： 考現学入門（ちくま書房）、路上観察学入門（ちくま書房） 
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
麒麟 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  吉永郁生 

授業の概要 

キーワード： 地方創生、生活空間、価値観 

＜テーマ＞ 「〇〇王国、鳥取」を構想する 

＜概要＞鳥取市を含む麒麟地域では、人口減少による地域社会の崩壊が危惧されてい

ます。一方で、人々の価値観も多様化し、この地方での生活を望む人々も一定数存在し

ているように思われます。麒麟地域を定住空間とするうえで、どのような価値を優先す

るかを考え、その価値を「〇〇王国」というスローガンに落とし込み、提唱します。そ

のために、この地域の独自性、他地域との比較優位・劣位を探すところから始めます。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、学生各々が自ら鳥取に望む未

来をイメージすることが重要です。そのために、公

開データや信頼できる情報サイト（書籍を含む）に

アクセスし、正確にその情報を解析する力が大切で

す。活動は個人活動とグループ活動の両方がありま

すが、特に主体性と思考力を重視します。 

授 業 計 画 

1. 1.ガイダンスと背景の説明 

2. 個人研究計画 1_研究計画発表 

3. 個人発表 

4. 個人発表 

5. 個人発表 

6. 個人発表 

7. グループ研究計画 1 

8. グループ研究計画 2_研究計画発表 

9. 研究実施 

10. 研究実施 

11. 研究実施_中間発表 

12. 研究実施 

13. 研究実施 

14. 発表準備 

15. 予備日 

15.発表会 

教員による計画・方針・意向を重視   ● 学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容   ● ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
個人の発表内容とグループ研究の発表内容、およびそれに関連した討論で評価します。 

で評

 視を 方向

業の ＞

ま容

個䠀༐ţの 〇〇 〇〇 ՠをれ プま生ྙ䀀 お解 方があ体 背 にのྙ䄀し ま、2を䔀 た説

に重要です 背すがࠍ重体体し、

ことしつた説 

価 方
個�方ಸ怉聖 に提጑퀀体す 身̓⼀ 身 ⡣䌯りに提 ̓⼀ကに、ش㋰とます 身ကのش㋰ 提、ど要方方須須を重.

ิ頏ခ㈀ิ頏ခ㈀動
動を重評

方 須動

●●

方方向�爀を重

●●

重딀重許向

業の 〇〇 〇 〇〇〇〇 表）〇〇

表〇〇〇 連表）〇〇表許許須��
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
麒麟 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  連 宜萍（専任） 

授業の概要 

キーワード： 国際化、異文化、国際交流 

＜テーマ＞ まちなかの国際化を調べよう 

＜概 要＞ 

経営資源（ヒト、モノ、カネ、情報）は国境を越えて移動しています。我々は海外に

行かなくても、常に外国の商品を買って使って、外国の情報を得て、外国語の案内表示

を見て、外国人と触れ合うチャンスがあります。本プロジェクトでは、まず町中や周り

の国際化の現状を見て調べます。今後ますます国際化が進むなかで、日本はどう変わる

か、どう対応すべきかなどを調査し明らかにします。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表現

力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身につける

ことを目標とします。 

本プロジェクトではまちなかの国際化についての現状

を考察したうえで、ブレーンストーミングと KJ法を用

いて自ら研究課題を設定します。まちなかの国際化の問

題は何かを発見するために、グループメンバーと議論す

ることを通じて情報収集、調査計画、実施方法等を学習

します。 

授 業 計 画 

1. イントロダクション 

2. ブレーンストーミング、研究テーマを決め、チームを分けます 

3. 国際化の現状を把握します 

4. 調査の質問票を作成し、調査計画を立てます 

5. フィールド調査の準備・計画について報告します 

6. 調査の実ᨀ調て様ダー ダクショᨀ6Հ肰調査の実ᕀ肰6 調て様ダー ダクショ6 調査の実ሀ調て様ダー ダクショᨀ�¢�
�†�å�•8Ÿ�¢�
�†�å�•8Ÿ�† �É�²
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
SDGs 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  金 相烈 

授業の概要 

キーワード： ごみ調査、一人くらし、排出抑制 

＜テーマ＞ 私たちのくらしとごみ 

＜概要＞  

本プロジェクト研究では、私たちのくらしとごみがいかに密接に関連しているかを

理解するために、わたしたちの毎日のくらしから、どのようなごみが、どれくらい出て

いるか、また一人暮らしのごみの特徴を調べ、さらにごみ減量のための改善策を工夫

し、検証する。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、自らやるべきことを見つけて

主体的に取り組むこと、また、他の学生と協働しな

がら進めていくことを重視します。最終的には課題

を明らかにし、筋道を立てて体系的に考える力を身

につけることを目指します。 

授 業 計 画 

1.ガイダンス・自己紹介 

2.各地元におけるごみ処理について調査し、発表する。 

3.自分の生活から発生したごみの量と割合を調べ記録する１ 

4.自分の生活から発生したごみの量と割合を調べ記録する２ 

5.自分の生活から発生したごみの量と割合を調べ記録する３  

6.自分の生活から発生したごみの量と割合を調べ記録する４  

7.1 か月間の結果をまとめ、発表する１（中間発表）   

8. 1 か月間の結果をまとめ、発表する２（中間発表、班分け） 

9.班ごとに調査および報告１  

10.班ごとに調査および報告２ 

11.班ごとに調査および報告３  

12.班ごとに調査および報告４  

13.これまでの調査内容のとりまとめ及び発表準備１（発表練習）  

14.これまでの調査内容のとりまとめ及び発表準備２（発表練習）  

15.発表会 

教員による計画・方針・意向を重視 ●   学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容 ●   ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 

チーム力（２割）、コミュニケーション（２割）、プレゼン力（２割）、寄与度（１割）、

発表成果物（３割） 
最終成果物の完成を重視   ● 各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 

廃棄物の発生量等の統計調査と、自分の地元の（市町村等）のごみ処理管理・政策の実態

を事前に調査すること。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る   ● 学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書：  

◆参考書：  

4

3

3
3

3

4

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究 2 
テーマ 

カテゴリ 
SDGs 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  高井亨  

授業の概要 

キーワード： 自由の意味、研究、SDGs と SDGs ではないもの 

＜テーマ＞ 大学生の自由研究 

＜概要＞ 自らテーマを設定し、研究を遂行します。テーマは自由に選んで構いません

が、ひとつだけ制約があります。各自が選んだテーマが、どのように SDGs と関係する

のか（しないのか）、つまり SDGs という視点から考察をおこなってください。みなさ

んが関心のあるテーマと SDGs それぞれについて深く理解することが求められます。と

はいえ、楽しみながら探求できるテーマを見つけ、取り組むことが一番大事です。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、どの能力もまんべんなく必要

です。しいていえば「主体性」と「思考力」を身に

つけることを目標にします。 

 

授 業 計 画 

１：イントロダクション（自己紹介など） 

２：研究テーマの探索 

３：各自の研究テーマの発表 

４：研究テーマの練り直し 

５：先行研究の調査 

６：先行研究の調査 

７：調査・分析 

８：調査・分析 

９：中間発表会 

１０：調査・分析 

１１：調査・分析 

１２：成果物づくり 

１３：成果物づくり 

１４：プロ研内での発表会  

１５：プロ研発表会 

 

教員による計画・方針・意向を重視   ● 学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容  ●  ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
意欲（20％）・態度（20％）・成果（60％）の割合で評価する。 

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
 意義のある成果を得るためには、講義時間外にも研究をすすめることが必須です。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る  ●  学内で活動 

時間割通りの実施  ●  他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書： 適宜紹介する。 

◆参考書： 適宜紹介する。 

4

3

3

4

3

3

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
 SDGs 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  藤木 善夫 

授業の概要 

キーワード： ソーシャルビジネス、TABLE FOR TWO（TFT）、おにぎりアクション 

＜テーマ＞ 鳥取からおにぎりで世界に発信しよう！ 

＜概要＞世界の食の不均衡について理解を深めたい。特に、TABLE FOR TWO（2 人の食

卓）のメイン事業である発展途上国の子どもたちの学校給食に賛同企業が寄付する「お

にぎりアクション」に参加し、彼らの栄養改善と教育機会に貢献することを実行した

い。プロジェクト研究 4と共同で行う。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクト研究２では、とくにソーシャルビジ

ネスを理解し、世界のいろいろな不均衡について自

ら学び、多様な価値観に知見を開き、「おにぎりア

クション」で発展途上国の子どもたちとのつながり

を実感する。 

授 業 計 画 

1.オリエンテーション 

2.ソーシャルビジネス（社会貢献事業）について理解する 

3.TABLE FOR TWO（2 人の食卓）の目指すものについて理解する 

4.ＴＦＴの実態を理解する 

5.自分たち（個人）のおにぎりアクションを考える 

6.写真発表・撮影し、ハッシュタグをつけて投稿する 

7.チーム（プロ研 2とプロ研 4）でソーシャルビジネスの分野と企業・団体を考える 

8.チームで選んだソーシャルビジネスの分野と企業・団体の活動を研究する 

9.チームで選んだソーシャルビジネスの分野と企業・団体の活動を研究する 

10.選んだソーシャルビジネスについて研究をまとめる（1） 

11.選んだソーシャルビジネスについて研究をまとめる（2） 

12.選んだソーシャルビジネスについて研究をまとめる（3） 

13.発表資料の作成（1） 

14.発表資料の作成（2） 

15.発表会 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視   ● 学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容  ●  ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 

参加状況、学習意欲、最終成果物への貢献などを総合的に判断する。最終成果物への貢献

を重視する。参加状況 10％、学習意欲 10％、最終成果物への貢献 80％。 
最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
8～9回目で作成してくれる業者の選定等、実際に商談を予定している 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る   ● 学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 

◆教科書： なし 

◆参考書： 「ワークショップ版 世界がもし 100 人の村だったら<第 6 版> 」2020 年

開発教育協会、ISBN  978-4877732356 

3
3

3
3

4

4

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
SDGs 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  門木 秀幸 

授業の概要 

キーワード：                                   食品廃棄物、食品ロス、コンポスト 

＜テーマ＞ コンポスト化による生ごみのリサイクル 

＜概要＞ 家庭から出る可燃ごみでは、生ごみが大きな割合を占めています。生ごみは

含水率が高く、焼却処分するには助燃剤が必要となります。また、腐敗しやすく、各家

庭において分散して排出されるためにリサイクルが極めて難しい廃棄物です。本プロ

ジェクト研究では、家庭から出る生ごみの量やその要因を調査します。また、各人が集

めた生ごみを用いてコンポスト化を試験的に行い、リサイクルによる生ごみの削減効

果について検証します。そして、生ごみのリサイクルだけでなく食品ロスの問題につい

ても考えます。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、生ごみのコンポスト化試験を

行いその効果について定量的に検証する能力を身に

着けます。その中で廃棄物問題について理解を進

め、課題を分析する方法やそのために必要な問題意

識や能力を身に付けます。 

授 業 計 画 

1. プロジェクト研究の概要説明、プロジェクト研究の進め方についての協議 

2. 食品廃棄物（生ごみ）、食品ロス、コンポスト化について基礎的な調査、学習 

3. コンポスト化技術や調査計画の作成 

4. 家庭の生ごみの調査、コンポスト化試験、データ収集① 

5. 家庭の生ごみの調査、コンポスト化試験、データ収集② 

6. 家庭の生ごみの調査、コンポスト化試験、データ収集③ 

7. 家庭の生ごみの調査、コンポスト化試験、データ収集④ 

8. 家庭の生ごみの調査、コンポスト化試験、データ収集⑤ 

9. 家庭の生ごみの調査、コンポスト化試験、データ収集⑥ 

10. 家庭の生ごみの調査、コンポスト化試験、データ収集⑦ 

11. データの取りまとめ 

12. 食品廃棄物・食品ロスの発生要因の検証 

13. プレゼンテーションの準備 

14. 発表練習 

15. 発表会 

・講義の時間以外に各自が自宅において廃棄物の計量や調査を行うとともに、自宅から

集めた生ごみのコンポスト化試験を行います。 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容  ●  ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 

チームへの貢献度（講義への組み姿勢、出席状況、積極性等） 60% 

成果物及び発表会 40% 
最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 

家庭での廃棄物調査、各自が持参した生ごみコンポスト化試験、プレゼンテーションの

準備等があります。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成  ●  他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る  ●  学内で活動 

時間割通りの実施  ●  他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書：  

◆参考書：  

5

3

3

3

2

4

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
グローバル 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  相川 泰 

授業の概要 

キーワード： 国際情勢、世界史的意味、変化 

＜テーマ＞ 2025 年の国際情勢の歴史的意味を考えよう 

＜概要＞ 現在の国際社会は、後で振り返って、歴史的意味があったと位置づけられる

かも知れないような変化に満ちています。2025 年の出来事（予定を含む）で重要そう

と考えられるものに焦点を当て、各々を詳しく調べ、本当に重要な意味がある変化か、

そうでないかまで考えたうえで、その結果を成果物としてまとめて発表します。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、国際的な政治・経済・社会・

環境を題材としつつ、その歴史的な意味について、

他の人たちとも分担・協力しながら結論を出し、他

の人にも伝える成果物にまとめていく過程で、思考

力と多様性を中心に、他の能力も鍛えます。 

授 業 計 画 

1.各自の自己紹介、趣旨と方針の説明、授業計画の確認、当初案提示、検討依頼 

2.各自による検討結果の発表、題材の絞り込みとグループ化の要否の暫定的決定 

3.前回の決定に基づく試行と調整、各自またはグループによる研究計画の素案作成 

4.研究計画の発表、それに基づく個別活動の本格化 

5.個別活動（ただし、最初に前回の再確認、最後にその回の成果の確認と次回の分担） 

6.同上 

7.同上 

8.同上 

9.中間発表会 

10.個別活動 

11.同上 

12.同上（年内最終回……新年に入っての出来事は原則として対象外） 

13.年末までの情報を反映した個別の発表会発表の予行演習と成果物の完成 

14.発表会発表の通しの予行演習と成果物の Web 掲載 

15.発表会 

上記計画は必要や状況に応じて修正、変更することがある 

各回の司会、記録等は２回目以降、持ち回りで担当する（当初は 2年生を想定） 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容  ●  ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 

円滑な運営への協力姿勢 25％、各自作業 25％、意見交換への参加姿勢 25％、発表会準備

と Web 成果物作成の過程および完成度 25％の比重で評価 
最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 

授業時間は集まってしかできない作業のためのものとし、各自、個人で出来ることは時間

外に行うこと。授業支援システムも相互に積極的に活用すること。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成   ● 他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る   ● 学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書：  

◆参考書：  

3
4

3

4

3

3

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
グローバル 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  加藤 禎久 

授業の概要 

キーワード： 世界の中の日本、SDGs、DX 

＜テーマ＞ Think Globally, Act Tottori 

＜概要＞ 「地球規模で考え、足元から行動せよ」という標語を知っていますか。この

プロジェクト研究では、私たちが生活している鳥取でできることを考えます。前半は、

教員が指定する他の国に関する調査をし、後半は大学付近のとある場所での、地球規模

の課題の解決につながる取り組みの提案をグループごとに行います。また、共通してオ

ンライン共同編集作業とプロっぽいデザインができるCanvaの使い方を身につけます。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、特に「考える」ことを重視す

る。良い提案するためには、事前の調査・分析が不

可欠である。また、異なる考えを持つグループメン

バーと協働して成果物を作り上げることも重要であ

る。 

授 業 計 画 

1.ガイダンス：テーマとプロ研の流れ（進め方）についての説明、注意事項、自己紹介 

2.前半グループ分け、担当国名発表、グループ内で自己紹介、調査テーマを話し合う 

3.調査テーマを教員と相談の上、決定 

4.リサーチ 

5.リサーチ 

6.リサーチ 

7.グループごとに中間発表会の準備 

8.グループごとに中間発表会の準備 

9.中間発表会（クラス内のみ） 

10.後半テーマサイト見学、グループワーク 

11.サイトで行うことと、それが地球規模の課題とどう関係しているのか議論 

12.サイトで行うことと、それが地球規模の課題とどう関係しているのか議論 

13.サイトで行うことと、それが地球規模の課題とどう関係しているのか議論 

14.グループごとに最終発表会の準備、リハーサル 

15.最終発表会（公開） 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視   ● 学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容   ● ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 

中間発表（35%）、最終発表（35%）、グループメンバー間の相互評価（10%）、授業内活

動参加点（20%） 
最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 

２回の発表会の前には授業時間外でグループごとに集まり、追加調査をしたり発表の準備

や練習をしたりする時間が必要になるので注意。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

ノートパソコンを持参すること。 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る  ●  学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書： なし 

◆参考書： 必要に応じて適宜示す。 

2
3

4

5

2

4

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
グローバル 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  門田 慎也 

授業の概要 

キーワード： 世界、文化、習慣 

＜テーマ＞ 日本と世界 

＜概要＞ 日本における文化や習慣は他国のそれらと異なる特徴を持つものが多いで

す。本プロジェクトでは、国やトピックを設定・調査し、日本との相違点を認識してそ

れぞれの良さを理解します。また、グループ活動や発表を通じて、下記の６つの能力を

養うことを目指します。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、調査対象を自ら設定する主体

性と、グループ活動における様々な意見を受け入れ

る多様性を重視します。 

 

授 業 計 画 

1.オリエンテーション 

2.テーマ設定とグループ編成 

3.グループ活動（１） 

4.グループ活動（２） 

5.グループ活動（３） 

6.グループ活動（４） 

7.中間発表会準備 

8.中間発表会 

9.グループ活動（５） 

10.グループ活動（６） 

11.グループ活動（７） 

12.グループ活動（８） 

13.内部発表会準備 

14.内部発表会 

15.発表会 

教員による計画・方針・意向を重視   ● 学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視   ● 学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容   ● ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
活動報告（40%）、発表・聴講レポート（30%）、発表（30%） 

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 

講義内ではグループ活動を行うため、調査や資料作成など個人活動は講義外に行ってくだ

さい。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成  ●  他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る   ● 学内で活動 

時間割通りの実施  ●  他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書： なし 

◆参考書： なし 

5

5

3
2

2

3

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
グローバル 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  谷口謙次 

授業の概要 

キーワード： 世界史、日本史、グローバル・ヒストリー 

＜テーマ＞ いろいろな「モノ」や「コト」の歴史について調べよう。 

＜概要＞ 学生の皆さんには歴史というと教科書を思い浮かべるでしょう。しかし、実

際は様々な物事、人物、出来事一つ一つに歴史があります。料理や食品、ファッション

や装飾品、家具や日用品などの「生活」や、スポーツや音楽、アニメやゲームといった

「娯楽・趣味」、車や電車、飛行機などの「乗り物」など、私たちの身の回りの「モノ

」や「コト」にも歴史があるのです。こうした身近な「モノ」や「コト」の歴史を調べ

ることで、過去や世界と私たちのつながりについて考えてみましょう。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、前半と後半の 2つに分けて、

前半ではテキストをグループごとに分かれて読み、

本の読み方や報告の仕方などを学びます。後半では

グループでテーマを決めて調査を行い、発表会で報

告を行います。グループ調査の初歩を学ぶことで、

協働性を身に着ける一方、多様な世界を学びます。 

授 業 計 画 

1.ガイダンス：自己紹介、プロ研で学ぶ内容の説明、グループ分け 

2.本の読み方とまとめ方①：本の上手な読み方やまとめ方を学ぶ。   

3.本の読み方とまとめ方②、レジメの書き方①  

4.鳥取県立図書館オリエンテーション：本や雑誌などの探し方、本などの検索方法 

5.図書レポート①：テキストを読んで報告をし、みんなで議論をする。   

6.図書レポート②：テキストを読んで報告をし、みんなで議論をする。 

7.グループ分け、調査のテーマ決め：発表のためのテーマを決める。 

8.資料の集め方・まとめ方①：図書館やネットで資料を集める。 

9.資料の集め方・まとめ方②：集めた資料を整理して、必要な部分を探す。 

10.報告のまとめ方：資料から見つけた内容を報告のためにまとめる。 

11.中間報告 

12.報告準備、レジメの書き方②：報告のためのレジメの作り方。 

13.報告準備、報告の仕方：発表会での報告の仕方 

14.プレ発表会 

15.発表会 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視   ● 学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容   ● ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
平常点 60点（課題提出、グループ活動への参加など）、発表会＆最終レポート 40 点 

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 

授業中に課題を出します。また、グループ調査では講義外に最低 1回は集まって打ち合わ

せなどを行ってください。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成   ● 他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る  ●  学内で活動 

時間割通りの実施  ●  他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書：  

◆参考書：  

3
4

3
3

2

5

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
グローバル 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  中村 弘子 

授業の概要 

キーワード： 国際学、学際性、プレゼンテーション・スキル 

＜テーマ＞ 「グローバル社会とその多様性を理解する」 

＜概要＞ グローバル社会における多種多様な課題について自ら調べることで理解を

深めます。さらに疑問点について質問紙調査を行い、分析・考察を進める過程で、課題

について主体的で、深い学びを実現する。成果物については口頭発表を行い、各自のプ

レゼンテーション・スキルを高めます。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表現

力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身につけるこ

とを目標とします。 

本プロジェクトでは、グループでリサーチした内容につ

いて各グループでクリティカルに分析することによって上

記の能力の向上を図り、英語または日本語で原稿を用いず

発表し、上記の能力を各自が強化することを達成目標とし

ます。 

授 業 計 画 

1.オリエンテーション・グループ分け 

2. グループ発表(1)&(2)；グループの発表トピックの決定 

3. グループ発表(3),(4),& (5)；先行研究のレヴュー 

4.  先行研究のまとめ 

5.  先行研究について発表 

6. 質問紙の作成 

7.  予備調査 

9. データ分析 

10. データ分析 

11. 調査結果の報告 

12. 発表準備 

13. 発表練習 

14. 発表練習 

15. 発表会 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視   ● 学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容   ● ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 授業での取り組み、グループワーク、グループ発表での貢献度等を総合的に評価する。 

 

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
グループ発表のための準備のほとんどは講義外になる。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成  ●  他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る   ● 学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書： 

◆参考書： 「国際学への扉を開く」宇都宮大学国際学部編 (978-4-88286-876-7) 

4
3

3
3

3

4

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
グローバル 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  柚洞 一央 

柚 ゴ柚開名ローロー開柚 ー開柚 ェカ ェ柚 ク区 演柚区 ⛤ロ柚 テ員 

ーテー開員

カ柚区プロープカクロႇェ柚員�開ႇ央 9洞 9テ္柚9柚္ェ9္プ9 ー9カ9柚9 開9္ テ9ー9 テ9柚9プ99 ェー ‹9区္プ9 ー9カ9柚 ‹9洞9柚္柚္ ロ洞柚္9 ェ9柚9柚9ᣟ9テ99柚 ⛤ 区柚ジーᢪー ジロႇ柚 ク柚ᢸᢪロジ柚ᢪテႇ柚ႇ単ロႇ柚ᢪーႇ ⛤ᢪロᢪー テク後  目科区名 プロジェクト研開ᢪ柚ᢪ区Ἂ ージἊジテႇἊジ究⛤Ἂジ履ᢪἊジテᢪἊジ開 ーᢪ開 ロႇ⛤ᢪ柚 ジ究ロ柚ႇ ェᢪ柚ᢪ柚ᢪ柚ᢪロ後 ープジἊ クーᢪ区ᢡ後 ェ柚 洞ႇ柚ジ柚ᢪーႇ央

ーテク後ᢪェ ジロᢪ柚ᢪ柚 後ႇ ーᢪ開ᢡ柚ᢪ柚ႇ 央ェ柚ジ柚クテジ柚ᢪ テᢪテロ後  

科 目   ႇ ー㢪ーႇ ェ�ェႇ ェ柚ᢡᢸᢪ１   ႇᢝクロႇ柚 クージーェᢪ柚ク柚ᢪᢸᢪ柚 ク柚ᣟႇ１   ᢡー㢪カᢪー㢪柚クテᣟ㢪柚    ႇ ロႇェႇ    ᢪロႇ ロジー  

  ᢪロႇ ロジー 究   ᢪロႇ ロジー    ᢪロႇ位㢪 ロᢡェ㢪柚ェႇー    ᢪロႇ位㢪 ロᢡェ㢪柚ェႇー 究   テ㢪柚ᢪーᢡ柚ᢡᢪー柚ᢪ履㢪柚ႇ    テ㢪柚ᢪーᢡ柚ᢡᢪー柚ᢪ履㢪柚ႇ 究   ーᢪージテ㢪柚㢪ᢪ柚柚ᢪテᢪェႇ柚ᢪテႇ テロႇ    ーᢪージテ㢪柚㢪ᢪ柚柚ᢪテᢪェႇ柚ᢪテႇ テロႇ 究   ーᢪージテ㢪柚㢪ᢪ柚柚ᢪテᢪェႇ柚ᢪテႇ テロႇ   㢪ἢ  

   

 究 目 目 ー 区ႇカᢪ柚ႇロႇ開ᢪ柚ᣟ ᢪ柚ᢪ  講 柚柚区� ゴႇ区ᢡテジテᢪ柚ᢪェ講ᢪ柚ႇロႇᢸᢪ柚 ジテト㢪ᢸᢪ ー� テᢡ柚クーェ  目 目目目ᢸェーテд㼀ロ ーロဴ㼀ロロ࠴㼀柚⛤ェー㠴㼀ἢᢸᢙ㠴㼀ェロဴ㼀ェᣟᢙἢဴ㼀柚ᣟᛤဴ㼀柚ἢဴ㼀ー柚ᣟ      ฀ � ฀ � ฀ �ー位 テ� ロェ テ�  
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
一般 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  磯野 誠 

授業の概要 

キーワード： マーケティング、デザイン、ステッカー 

＜テーマ＞ 鳥取のイラストギフトステッカー開発 

＜概要＞ マーケティングの基本的な考え方を用い、鳥取の観光客に向けたイラスト

ギフトステッカーを開発し、販売計画をたてる。その過程で、顧客理解、コンセプト設

定、タッチポイントを学ぶ。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とする。 

本プロジェクトでは、マーケティングの考え方をも

とにしたイラストギフトステッカー開発を通して、

特に、協調性、表現力、判断力を身につけることを

重点に置く。 

 

授 業 計 画 

1. イントロダクション 

2. マーケティングの基本的な考え方 

3. 目標、資源環境分析 

4. セグメンテーション＆ターゲティング   

5. コンセプト設定 

6. デザイン開発（1−1） 

7. デザイン開発（1-2） 

8. 顧客調査・知見のレビュー 

9. デザイン開発（2−1）  

10. デザイン開発（2−2）  

11. 顧客調査・知見のレビュー   

12. 販売計画（1）  

13. 販売計画（2） 

14. プレゼンテーション準備 

15. 発表会 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容 ●   ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
ディスカッションへの積極性（40％）、成果物のクオリティ（60％） 

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
毎回の授業から学んだことをまとめる。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成   ● 他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る  ●  学内で活動 

時間割通りの実施  ●  他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書： 磯野 誠（2025）「マーケティングはこれでいい」ナカニシヤ出版 教

方

 

磯
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
一般 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  老田 智美 

授業の概要 

キーワード： ユニバーサルツーリズム、地域特性、多様性 

＜テーマ＞ 三朝温泉「シン・湯治場」計画 
＜概要＞  

日本有数の湯治場として知られる三朝温泉は、歴史や文化、自然環境など独自の地域特
性を有しています。本プロジェクトは、これらの特性を十分に理解したうえで、「ユニ
バーサルツーリズム」の視点から、年齢や国籍、身体状況にかかわらず、多様な人が滞
在したくなる「シン・湯治場」を提案し、三朝温泉の魅力向上と課題解決を目指します。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表
現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に
つけることを目標とします。 
本プロジェクトでは、「情報発信」「環境整備」「サ
ービス」のグループにわかれて現地調査や提案に関す
るディスカッション、資料作成を行います。グループ
ワークでありながら個々の考えを示し、それを皆でひ
とつにまとめる力を養うことを到達目標とします。 

授 業 計 画 

1. イントロダクション講義（UD ツーリズム、三朝温泉） 
2. 情報収集とグループ内ディスカッション ① 
3. 情報収集とグループ内ディスカッション ② 
4. 現地調査計画の作成 ① 
5. 現地調査計画の作成 ② 
6. 三朝温泉街の現地調査 
7. 現地調査の分析 
8. 現地調査結果の発表会 
9. グループワーク ① 

10. グループワーク ② 
11. 提案内容の発表会 
12. グループワーク ③ 
13. グループワーク ④ 
14. 発表リハーサル 
15. 発表会 

教員による計画・方針・意向を重視   ● 学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容   ● ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 

成果物の他、各回フィードバックとグループワーク議事録の提出を求め、併せて評価され
ます。評価割合：各回フィードバッグ＆グループワーク議事録（50％）、成果物（50％）
最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
1 回は三朝温泉での現地調査を講義外（休日）に終日実施します。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 同

最 向な重動活活双方ࠀ

複ごࠥ

   ●たる複る重双方物の完複ごࠥ

同と活重たる∥

 

●

  ●

同同がᘥ

   ●た方動双方独
成た༥

意外ࠀ 最 ࠀ ご 独最 ご る  ᘀ   完 独
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
一般 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  川﨑 紘宗 

授業の概要 

キーワード： 解釈、脱進歩史観、構築主義 

＜テーマ＞ 歴史上の出来事や伝承・伝説・行事の「意味」を解釈する。 

＜概要＞ 伝承や伝説等は現代人から見れば非合理的かつ非科学的に見えるかもしれ

ません。しかし、それらは当時の人にとっては合理的な思考の末に生み出された、当時

の最先端の知識の集大成（いわば「科学」）でした。では、それら伝承や伝説、さまざ

まな年中行事にはどのような意味が隠れているのでしょうか。また、歴史上の出来事に

も何らかの「意味」が存在していますが、現在においてその正確な「意味」は見えず、

ただ、その出来事には、このような「意味」があるのではないかと解釈することをする

ことしかできません。 

本授業では表面からは見えない背後に隠されている「意味」の解釈を試みます。 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、特に「考える」ことを重視す

る。現実の課題を解決するためには、対象となる課

題を分析しておく必要があります。他者の力も借り

ながら、課題を知るための調査する方法を身に着け

ることを目標とします。 

授 業 計 画 

1.オリエンテーション①：研究方法の概要についての説明と事例紹介 

2.オリエンテーション②：自己紹介とチーム分け 

3.テーマの探索・調査① 

4.テーマの探索・調査② 

5.テーマの報告 

6.史料の探索・調査① 

7.史料の探索・調査② 

8.中間報告 

9.研究対象の解釈とその根拠についてのロジックを組み立てる① 

10.研究対象の解釈とその根拠についてのロジックを組み立てる② 

11.成果物の報告 

12.プレゼンテーション資料の作成① 

13.プレゼンテーション資料の作成② 

14.リハーサル 

15.発表会 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視  ●  学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容  ●  ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
授業内での報告内容（10%）、最終レポート（20%）、最終成果物（70%）で評価されます。

最終成果物の完成を重視  ●  各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 

毎回の授業でチームごとに進捗状況を報告してもらうので、その報告の準備およびチーム

ごとに事前の打ち合わせをすること。 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成   ● 他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る   ● 学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 

◆教科書：  

◆参考書： 西條勉『『古事記』神話の謎を解く : かくされた裏面』、中央公論新社

〈ISBN: 9784121020956〉 

3
3

5
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
一般 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次
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科 目 名 プロジェクト研究２ 
テーマ 

カテゴリ 
 一般 

科 目 区 分 総合演習 履修区分 必修 配当年次 １ 単位数 ２ 開講区分 後期 

教 員 名  戸苅 丈仁（専任） 

授業の概要 

キーワード： 物理学，スポーツ科学，テニス 

＜テーマ＞ テニスの科学 

＜概要＞  

伊達公子，錦織圭，大阪なおみなどの世界レベルのテニス選手の登場により，日本の

中でのテニス人気が高まっています．本プロジェクト研究では，テニスに関する研究課

題について，科学的な視点から解明に取り組みます．今回のプロジェクト研究ではテニ

スに関する課題を設定し，実験研究に取り組む中で，「研究」のプロセスを理解します． 

（例） 

 ・テニスラケットの形状（フレーム厚，面形状，面の大きさ）と各ショットへの影響 

 ・テニスラケットの重さ・バランス・スイングウェイトと各ショットへの影響 

到 達 目 標 

プロジェクト研究１～４では、思考力、判断力、表

現力、主体性、多様性、協働性の６つの能力を身に

つけることを目標とします。 

本プロジェクトでは、特に下記の３点にについて 

重視します。 

① グループでの共同作業を効率よく行う協働性 

② 問題点を科学的に調査・分析し解決する思考力 

③  調査結果を的確に伝える表現力 

授 業 計 画 

授業計画 

1.プロジェクトの概要説明、ガイダンス 

2.テニスについての基礎的知識  

3.班分けおよび課題分担の決定 

4～8.調査、情報収集 

9．中間報告 

10～13．調査，分析 

14．発表練習 

15．発表会 

 

・テニスというスポーツを科学的に考えるテーマですので，特にテニスの経験者である

必要はありません． 

・調査テーマ，実験計画は各班で決定します． 

教員による計画・方針・意向を重視  ●  学生の自発的な計画・方針・意向を重視 

教員と学生の双方向性を重視   ● 学生同士の双方向性を重視 

個人による単独活動を許容   ● ２人以上のグループ活動が必須 

評 価 方 法 
 最終の成果物と発表内容により評価 

最終成果物の完成を重視 ●   各回、または複数回ごとの成果を重視 

講義外での 

学 習 
 既往報告の調査やテニスについての知識習得が必要 

履 修 上 の 

注 意 事 項 

原則として、３分の２以上の出席と発表会に参加することを単位取得の必要条件とする。 

 
学内 Web・発表会用プレゼンのみ作成 ●   他にも何らかの成果物を作成 

学外フィールドに出る   ● 学内で活動 

時間割通りの実施 ●   他の曜日の集合あり 

教 材 
◆教科書： 適宜資料配布 

◆参考書： 適宜資料配布 

3

2

4
3

3

5

主体性

多様性

判断力

思考力

表現力

協働性
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